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(54)【発明の名称】 内視鏡用バッテリ型光源装置

(57)【要約】
【課題】  より大光量のランプを使用した場合でも、外
装部材の外表面温度をより低く抑え、且つ光源装置内部
及びランプがより冷め易く、液体への浸漬が可能な内視
鏡用バッテリ型光源装置を実現する。
【解決手段】  （内視鏡用）バッテリ型光源装置３は、
内視鏡本体に着脱自在に装着可能で、この内視鏡本体の
ライトガイドファイバの光入射端部に照明光を供給する
ランプ３３ａ及びバッテリを内蔵し、水密に構成されて
いる。前記バッテリ型光源装置３は、前記ランプ３３ａ
の発する熱を放熱する少なくとも１つの開口部５２を光
源本体部の外装部材４０に形成し、前記開口部５２に気
体の通過が可能で、且つ液体の前記光源本体部内への浸
入を防止する防水通気部材５３を閉塞して設けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被写体を照明する照明光を導光するため
のライトガイドファイバを有する内視鏡本体に着脱自在
に装着可能で、この内視鏡本体の前記ライトガイドファ
イバの光入射端部に照明光を供給するランプ及びこのラ
ンプの電源部であるバッテリを内蔵し、水密に構成した
バッテリ型光源装置において、
前記ランプの発する熱を放熱する少なくとも１つの開口
部を本体外装に形成し、前記開口部に気体の通過が可能
で、且つ液体の前記本体外装内への浸入を防止する防水
通気部材を設けたことを特徴とする内視鏡用バッテリ型
光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡本体に着脱
自在に装着する内視鏡用バッテリ型光源装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】現在、内視鏡は、医療用分野及び工業用
分野において広く用いられるようになっている。この内
視鏡は、診断又は検査対象部位が生体内部、或いはプラ
ント、機器等の内部であるので、これら検査対象部位を
照明する手段が必要である。このため、一般的な内視鏡
は、内視鏡本体の外部装置として光源装置を用意し、こ
の光源装置内の光源部に取り付けられた照明ランプから
の照明光を内視鏡本体に設けたライトガイドファイバに
導光し、このライトガイドファイバで導光された照明光
を挿入部の先端側の照明窓から出射して検査対象部位を
照明する構成になっている。上記光源装置は、一般的に
は商用電源から供給される電源を利用して光源装置内部
の照明ランプを点灯させるものである。
【０００３】これに対し、例えば特開平１１－１５３７
５９号公報に記載の光源装置は、電源として乾電池等の
バッテリを使用し、内視鏡本体の操作部に着脱自在に装
着可能な内視鏡用バッテリ型光源装置が提案されてい
る。このような内視鏡用バッテリ型光源装置と組み合わ
された内視鏡は、持ち運びが容易であると共に，電源の
ない所での使用が可能になるので、緊急時或いは屋外で
の使用などに適している。
【０００４】しかしながら、上記従来の内視鏡用バッテ
リ型光源装置は、洗滌・消毒時等に液体に浸漬可能とす
るために、外部から密封するように構成されている。こ
のため、上記従来の内視鏡用バッテリ型光源装置は、上
記ランプから発する熱の逃げ場がなく、上記ランプを長
時間点灯状態にすると外装部材が熱くなる虞れがある。
【０００５】そこで、例えば、上記特開平１１－１５３
７５９号公報に記載の内視鏡用バッテリ型光源装置は、
上記ランプを保持しているランプ保持部と、上記外装部
材との間に空気層を設けるか、又はランプ周辺を銅合金
などの熱伝導性の高い部材で構成することで熱を周囲に
拡散する、或いは内視鏡本体との接続部を形成している
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金属部材にランプ周辺の銅合金等から形成される部材を
接触させて内視鏡本体への熱の拡散を行う等対策が施さ
れており、上記ランプから発生する熱で上昇する外装部
材の外表面温度を問題ないレベルに抑えていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記特
開平１１－１５３７５９号公報に記載の内視鏡用バッテ
リ型光源装置は、密閉構造であるので、更に大光量のラ
ンプを使用した場合に、外装部材の外表面が許容できな
い温度に上昇する虞れが生じる。このため、上記特開平
１１－１５３７５９号公報に記載の内視鏡用バッテリ型
光源装置は、上記ランプの選択の幅が狭められていた。
【０００７】また、上記特開平１１－１５３７５９号公
報に記載の内視鏡用バッテリ型光源装置は、密閉構造で
あるため、ランプ消灯後、光源内部及びランプが冷める
までに時間がかかり、ランプ交換を行うまでの時間をロ
スする虞れがあった。
【０００８】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
で、より大光量のランプを使用した場合でも、外装部材
の外表面温度をより低く抑え、且つ光源装置内部及びラ
ンプがより冷め易く、液体への浸漬が可能な内視鏡用バ
ッテリ型光源装置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、本発明は、被写体を照明する照明光を導光するため
のライトガイドファイバを有する内視鏡本体に着脱自在
に装着可能で、この内視鏡本体の前記ライトガイドファ
イバの光入射端部に照明光を供給するランプ及びこのラ
ンプの電源部であるバッテリを内蔵し、水密に構成した
バッテリ型光源装置において、前記ランプの発する熱を
放熱する少なくとも１つの開口部を本体外装に形成し、
前記開口部に気体の通過が可能で、且つ液体の前記本体
外装内への浸入を防止する防水通気部材を設けたことを
特徴としている。この構成により、より大光量のランプ
を使用した場合でも、外装部材の外表面温度をより低く
抑え、且つ光源装置内部及びランプがより冷め易く、液
体への浸漬が可能な内視鏡用バッテリ型光源装置を実現
する。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図６は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は本発明の第１の実施の形態を
備えた内視鏡を示す外観図、図２は図１のバッテリ型光
源装置の構成を示す組立説明図、図３は図２のバッテリ
型光源装置を示す外観図、図４は図３のＡ－Ａ断面図、
図５は内視鏡本体にバッテリ型光源装置を装着した際の
説明図、図６は図５の状態からバッテリ型光源装置のラ
ンプを点灯して内視鏡本体を把持した際の説明図であ
る。
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【００１１】図１に示すように本発明の第１の実施の形
態を備えた内視鏡１は、体腔内の観察及び処置を行う内
視鏡本体２と、この内視鏡本体２に着脱自在に装着可能
で、後述のランプ及びバッテリを配設した略Ｔ字形状の
内視鏡用バッテリ型光源装置（以下、単にバッテリ型光
源装置）３とから構成されている。
【００１２】前記内視鏡本体２は、細長の挿入部１１
と、この挿入部１１の後端に設けられた把持部を兼ねる
操作部１２と、この操作部１２の後端に形成された接眼
部１３と、前記操作部１２側部に突設したライトガイド
口金１４とを有して構成される。前記内視鏡本体２は、
前記ライトガイド口金１４の端部に前記バッテリ型光源
装置３の接続口金１５を着脱自在に装着可能になってい
る。尚、このライトガイド口金１４は、前記バッテリ型
光源装置３と選択的に図示しないライトガイドケーブル
を装着して図示しない商用電源用光源装置に接続するよ
う構成しても良い。
【００１３】前記挿入部１１は、その先端に形成された
先端部２１と、この先端部２１の後端に形成され、湾曲
自在の湾曲部２２と、この湾曲部２２の後端から前記操
作部１２の前端まで形成された可撓性を有する可撓部２
３とから構成される。前記操作部１２は、術者が把持す
る把持部１２ａの後端側に湾曲操作レバー２４が設けら
れている。この湾曲操作レバー２４は、回動操作により
前記湾曲部２２を湾曲することができる。また、前記操
作部１２は、吸引操作を行う吸引ボタン２５と、この吸
引ボタン２５の基端付近から突出するように吸引口金２
６とが設けられている。前記吸引口金２６は、図示しな
いチューブを介して吸引装置に接続される。そして、前
記吸引ボタン２５は、押下操作されることで図示しない
吸引チャンネルに連通する前記吸引口金２６を介して体
液などを吸引することができる。
【００１４】前記操作部１２は、この前部側に鉗子など
の処置具を挿入する鉗子挿入口２７が形成されている。
この鉗子挿入口２７は、内部で前記吸引チャンネルに連
通している。この鉗子挿入口２７は、通常鉗子栓２８が
取付けられている。また、前記挿入部１１は、この内部
に照明光を導光する図示しないライトガイドファイバが
挿通されている。このライトガイドファイバは、前記操
作部１２を経てその後端が前記ライトガイド口金１４内
で固定されている。このライトガイド口金１４は、この
外周に形成された雄ねじ部１４ａに前記バッテリ型光源
装置３の接続口金１５に形成された図示しない雌ねじ部
に螺合することで、前記バッテリ型光源装置３を着脱自
在に装着するようになっている。
【００１５】そして、内視鏡１は、前記バッテリ型光源
装置３の後述のランプを発光させた場合、このランプか
らの照明光が前記ライトガイド口金１４の図示しないラ
イトガイドファイバの光入射端面に供給される。供給さ
れた照明光は、前記ライトガイドファイバにより導光さ
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れ、前記内視鏡前記先端部２１の図示しない照明窓、つ
まり光出射端面から患部などの被写体を照明する。
【００１６】照明された被写体は、前記照明窓に隣接す
る図示しない観察窓に取り付けた対物レンズによりその
結像位置に光学像を結ぶ。この結像位置は、図示しない
イメージガイドファイバの先端面が配置され、結像され
た光学像を前記接眼部１３側の端面に伝送する。伝送さ
れた光学像は、前記接眼部１３の接眼窓に取り付けられ
た図示しない接眼レンズを介して拡大観察することがで
きる。
【００１７】図２に示すように前記バッテリ型光源装置
３は、前記接続口金１５を備えた略Ｔ字形状の光源本体
部３１と、この光源本体部３１に対して螺合により着脱
自在な蓋体３２及びランプ部３３とから構成される。前
記バッテリ型光源装置３は、前記蓋体３２、前記ランプ
部３３を取り付けた状態でそれぞれＯリング３４，３５
により、水密に保たれるよう構成されている。
【００１８】前記光源本体部３１は、略円筒形状のバッ
テリ収容部３６と、略直方体形状のランプ収容部３７と
で構成されている。これらバッテリ収容部３６、ランプ
収容部３７の外装部材４０は、ポリサルフォン等の熱伝
導性が低く、電気的絶縁性の硬質な材料で略Ｔ字形状に
一体的に形成されている。前記バッテリ収容部３６は、
この内周面側に例えば、１本の乾電池等のバッテリ４１
を収納可能な導電性部材で略円筒形状に形成されたバッ
テリ収納部材４２が設けられている。
【００１９】前記ランプ収容部３７は、この内周面側に
前記ランプ部３３を収納する導電性部材で略円筒形状に
形成されたランプ収納ホルダ４３が設けられている（図
４参照）。また、前記ランプ収容部３７は、この一端に
前記雌ねじ部を有する略円筒状の前記接続口金１５が回
動自在に設けられている。前記ランプ部３３は、ランプ
３３ａを固定保持すると共に、このランプ３３ａの後端
部電極及び側部電極に接触導通するようになっている。
また、前記ランプ部３３は、前記ランプ３３ａの側部電
極に導通する突起型電気接点３３ｂを有している。
【００２０】前記光源本体部３１は、前記ランプ収容部
３７内の前記ランプ収納ホルダ４３に前記ランプ部３３
を収納すると共に、前記バッテリ収容部３６の前記バッ
テリ収納部材４２に前記バッテリ４１を収納して前記蓋
部３２を取り付けると、前記バッテリ４１の－極に前記
蓋部３２の図示しない－極側電気接点が接触導通し、図
示しない電気導通路を介して前記ランプ収納ホルダ４３
から前記ランプ部３３の後端部側に設けた図示しない－
極側電気接点に常に接触導通するようになっている。
【００２１】一方、前記光源本体部３１は、前記バッテ
リ４１の＋極に接触導通する図示しない＋極側電気接点
が前記ランプ収納ホルダ４３に対して延設されている。
そして、前記光源本体部３１は、前記接続口金１５に対
して前記ランプ収容部３７を略９０度に回転操作するこ
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とで（図６参照）、前記＋極側電気接点の延設部（不図
示）が前記ランプ部３３の前記突起型電気接点３３ｂに
接触導通し、前記バッテリ４１からの電源電力の供給が
行われるようになっている。即ち、前記光源本体部３１
は、前記接続口金１５に対して前記ランプ収容部３７を
回動操作することで、ランプ３３ａの点灯又は消灯を行
うスイッチ機構を有している。そして、前記バッテリ型
光源装置３は、前記接続口金１５に対して前記ランプ収
容部３７を略９０度に回転操作して前記ランプ３３ａを
点灯させ、前記内視鏡本体２のライトガイドへ照明光を
供給するようになっている。このとき、従来のバッテリ
型光源装置は、密閉構造であるので、より大光量のラン
プを使用した場合に、光源本体部３１の外表面が許容で
きない温度に上昇する虞れが生じる。
【００２２】本実施の形態では、前記ランプ３３ａの発
する熱を放熱する少なくとも１つの開口部を前記光源本
体部３１の前記外装部材４０に形成し、前記開口部に気
体の通過が可能で、且つ液体の前記光源本体部３１内へ
の浸入を防止する防水通気部材を設けて構成する。即
ち、図３及び図４に示すように前記ランプ収容部３７に
設けた前記ランプ収納ホルダ４３は、前記ランプ３３ａ
近傍の側周面に略円形状の開口部５１を同じ円周面上に
等間隔に例えば、４つ形成されている（尚、図４中、開
口部５１を１つのみ図示する）。
【００２３】前記外装部材４０は、この側面に形成した
前記開口部５１の１つと対向する位置に、略円形状の開
口部５２が１つ形成されている。この開口部５２は、前
記外装部材４０の内外への気体の通過が可能で、且つ内
部への液体の浸入を防止可能な略円形シート状の防水通
気部材５３を閉塞して設けられている。前記防水通気部
材５３は、ＰＴＦＥ（ポリ４フッ化エチレン樹脂）多孔
質膜、ポリプロピレン多孔質膜等のシートから形成され
ている。この防水通気部材５３の直径は、前記開口部５
２の直径よりも大きく設定されている。この防水通気部
材５３は、前記開口部５２と同じ大きさの開口部５４を
形成した略ドーナツ形状の押さえ部材５５と前記外装部
材４０との間に狭持され、その狭持されている部分と前
記外装部材４０及び前記押さえ部材５５との水密が保た
れる程度に狭持されている部分が圧縮されている。尚、
前記押さえ部材５５は、ポリサルフォン等の熱伝導性が
低く、電気的絶縁性の硬質な材料で形成されている。こ
の押さえ部材５５は、例えば、４本の固定ねじ５６によ
り前記外装部材４０に固定されている。
【００２４】このように構成されたバッテリ型光源装置
３は、ランプ３３ａ及びバッテリ４１を装填し、接続口
金１５を内視鏡本体２のライトガイド口金１４に接続し
て内視鏡１を構成する。このとき、図５に示すようにバ
ッテリ型光源装置３は、内視鏡本体２の長手軸６１とバ
ッテリ収容部３６の長手軸６２とが平行であり、ランプ
３３ａが消灯状態である。
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【００２５】次に、術者は、内視鏡本体２を把持して図
６に示すように内視鏡本体２の長手軸６１とバッテリ型
光源装置３の長手軸６２が垂直になるように、バッテリ
型光源装置３をランプ収容部３７の長手軸６３周りに回
転操作させることで、上述したスイッチ機構により、ラ
ンプ３３ａを点灯させる。そして、術者は、内視鏡本体
２の挿入部１１を目的部位に挿入し、所定の手技を行
う。
【００２６】このとき、バッテリ型光源装置３は、防水
通気部材５３が図６の上方に位置するので、ランプ３３
ａで発熱した気体が速やかに外装部材４０の外部へ逃げ
ていき、放熱される。また、バッテリ型光源装置３は、
開口部５１を防水通気部材５３により閉塞しているの
で、水密性が保たれ、液体の浸入が無い。
【００２７】この結果、本実施の形態のバッテリ型光源
装置３は、ランプ３３ａを点灯させた状態で内視鏡本体
２を把持した際に、ランプ３３ａに対して上方に位置す
るように開口部５１を設けたので、より効率良い放熱が
行われる。また、バッテリ型光源装置３は、洗滌や消毒
時等に液体への侵漬が可能である。従って、本実施の形
態のバッテリ型光源装置３は、より大光量のランプを選
択して使用しても、外装部材４０の外表面温度をより低
く抑え、且つ光源装置内部及びランプがより冷め易くな
る。
【００２８】（第２の実施形態）図７ないし図９は本発
明の第２の実施の形態に係り、図７は本発明の第２の実
施の形態のバッテリ型光源装置を示す外観図、図８は図
７のバッテリ型光源装置の一部断面を含む拡大図、図９
は図８のＢ－Ｂ断面図である。上記第１の実施の形態
は、略Ｔ字形状のバッテリ型光源装置３に本発明を適用
して構成しているが、本第２の実施の形態は一軸方向に
構成したバッテリ型光源装置に本発明を適用して構成す
る。それ以外の構成は、上記第１の実施の形態とほぼ同
様なので説明を省略し、同じ構成には同じ符号を付して
説明する。
【００２９】図７に示すように本第２の実施の形態のバ
ッテリ型光源装置１０１は、上記第１の実施の形態で説
明した内視鏡本体２の前記ライトガイド口金１４に着脱
自在に装着可能な接続口金１０２を備え、前記ランプ３
３ａを収納するランプ収納部１０３と、前記バッテリ４
１を収納するバッテリ収納部１０４と、螺合により着脱
自在な蓋部１０５と、前記ランプ３３ａの点灯又は消灯
を行うスイッチ部１０６とから構成される。尚、前記ス
イッチ部１０６は、略９０度の回動操作により、前記ラ
ンプ３３ａの点灯又は消灯が切り換えられるよう図示し
ない各電気接点が設けられている。また、前記接続口金
１０２は、前記ライトガイド口金１４の雄ねじ部１４ａ
に螺合可能な雌ねじ部（不図示）が形成されている。
【００３０】図８及び図９に示すように前記ランプ収容
部１０３は、内側から順に、前記ランプ３３ａを収納す
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る銅合金等の導電性部材で略円筒形状に形成された内挿
部材１０７と、ポリサルフォン等の熱伝導性が低く、電
気的絶縁性の硬質な材料で略円筒形状に形成されたラン
プ部外装部材１０８と、同じくポリサルフォン等で形成
された放熱外装部材１０９とから構成される。
【００３１】前記内挿部材１０７及びランプ部外装部材
１０８は、このランプ３３ａ近傍の側周面に、十分に通
気可能な幅を持ったスリット１１０、１１１がそれぞれ
円周状に等間隔に複数形成されている。前記放熱外装部
材１０９は、対向する位置に平面部１１２、１１３を有
して略円筒形状に形成されている。この放熱外装部材１
０９の内周側は、Ｏリング受け部１１４と、小径部１１
５と、大径部１１６とから構成される。
【００３２】前記平面部１１２、１１３は、それぞれ略
円形状の開口部５２Ｂが形成されている。前記開口部５
２Ｂは、上記第１の実施の形態と同様な構造で構成さ
れ、防水通気部材５３で閉塞されている。更に、具体的
には、この防水通気部材５３は、上記第１の実施の形態
と同様に前記開口部５２Ｂと同じ大きさの開口部５４Ｂ
を形成した略ドーナツ形状の押さえ部材５５Ｂと前記平
面部１１２、１１３との間に狭持され、その狭持されて
いる部分と前記平面部１１２、１１３及び前記押さえ部
材５５Ｂとの水密が保たれる程度に狭持されている部分
が圧縮されている。尚、前記押さえ部材５５Ｂは、４本
の固定ねじ５６により前記平面部１１２、１１３に固定
されている。
【００３３】前記小径部１１５は、前記ランプ部外装部
材１０８の小径部１１７と隙間嵌の関係で嵌合してい
る。前記大径部１１６は、前記小径部１１７との間に十
分に通気可能な空間が得られる程度の内径に設定されて
いる。また、前記放熱外装部材１０９は、前記ランプ部
外装部材１０８の段差部端面１１８と後述するバッテリ
部外装部材１１９の端面１２０に隙間嵌で挟持され且
つ、２個のＯリング１２１により回動自在に構成されて
いる。尚、前記放熱外装部材１０９は、手動で回動自在
に構成されているが、意図せずに回動することがないよ
うに設けられている。
【００３４】前記バッテリ収納部１０４は、内側から順
に、前記バッテリ４１を収納する内挿部材（不図示）
と、ポリサルフォン等の熱伝導性が低く、電気的絶縁性
の硬質な材料で略円筒形状に形成されたバッテリ部外装
部材１１９とから構成される。尚、前記バッテリ収納部
１０４の内挿部材は、前記ランプ収容部１０３へ延設し
て前記ランプ収容部１０３の内挿部材１０７を兼ねて構
成しても良い。前記バッテリ部外装部材１１９は、この
ランプ３３ａ側端部の内周面に雌ねじ部１２２が形成さ
れており、前記ランプ部外装部材１０８の雄ねじ部１２
３と螺合して接着により固定されている。
【００３５】このように構成されたバッテリ型光源装置
１０１は、上記第１の実施の形態で説明したのと同様に
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ランプ３３ａ及びバッテリ４１を装填し、接続口金１０
２を内視鏡本体２のライトガイド口金１４に接続して内
視鏡を構成する。このとき、バッテリ型光源装置１０１
は、ランプ３３ａが消灯状態である。
【００３６】次に、術者は、内視鏡本体２を把持して、
スイッチ部１０６を点灯方向に略９０度回転させ、スイ
ッチ機構によりランプ３３ａを点灯させる。このとき、
術者は、内視鏡本体２を把持したときに防水通気部材５
３が上方を向くように放熱外装部材１０９を回動させ
る。
【００３７】そして、術者は、内視鏡本体２の挿入部１
１を目的部位に挿入し、所定の手技を行う。その際、バ
ッテリ型光源装置１０１は、上方を向いた防水通気部材
５３を介して、ランプ３３ａで発熱した気体が速やかに
放熱外装部材１０９の外部へ逃げていき、放熱される。
この結果、本第２の実施の形態のバッテリ型光源装置１
０１は、上記第１の実施の形態と同様な効果を得ること
に加え、以下に記載する効果を得る。
【００３８】本第２の実施の形態のバッテリ型光源装置
１０１は、放熱外装部材１０９を回動自在に設けたの
で、内視鏡本体２を把持する角度に合わせて防水通気部
材５３の位置を任意に設定でき、より効果的に放熱可能
であると共に、内視鏡本体２に対して決まった向きに装
着する必要がなく、接続口金１０２の構造や組立が簡易
である。
【００３９】また、本第２の実施の形態のバッテリ型光
源装置１０１は、防水通気部材５３を対向する位置に設
けたので、より気体の流れが良くなり、放熱外装部材１
０９の外表面温度をより低く抑え、より大光量のランプ
の使用が可能となる。更に、また、本第２の実施の形態
のバッテリ型光源装置１０１は、内部の熱がより冷め易
くなるため、ランプ交換を行うまでの時間のロスがより
減少する。
【００４０】尚、本発明は、以上述べた実施の形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００４１】［付記］
（付記項１）  被写体を照明する照明光を導光するため
のライトガイドファイバを有する内視鏡本体に着脱自在
に装着可能で、この内視鏡本体の前記ライトガイドファ
イバの光入射端部に照明光を供給するランプ及びこのラ
ンプの電源部であるバッテリを内蔵し、水密に構成した
バッテリ型光源装置において、前記ランプの発する熱を
放熱する少なくとも１つの開口部を本体外装に形成し、
前記開口部に気体の通過が可能で、且つ液体の前記本体
外装内への浸入を防止する防水通気部材を設けたことを
特徴とする内視鏡用バッテリ型光源装置。
【００４２】（付記項２）  前記開口部を前記本体外装
の前記ランプ近傍に設けたことを特徴とする付記項１に
記載の内視鏡用バッテリ型光源装置。
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【００４３】（付記項３）  前記ランプを点灯させた状
態で前記内視鏡本体を把持した際に、前記ランプに対し
て上方に位置するように前記開口部を設けたことを特徴
とする付記項１に記載の内視鏡用バッテリ型光源装置。
【００４４】（付記項４）  前記開口部を前記本体外装
の周方向の所定位置に設定可能に設けたことを特徴とす
る付記項１に記載の内視鏡用バッテリ型光源装置。
【００４５】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、よ
り大光量のランプを使用した場合でも、外装部材の外表
面温度をより低く抑え、且つ光源装置内部及びランプが
より冷め易く、液体への浸漬が可能な内視鏡用バッテリ
型光源装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態を備えた内視鏡を示
す外観図
【図２】図１のバッテリ型光源装置の構成を示す組立説
明図
【図３】図２のバッテリ型光源装置を示す外観図
【図４】図３のＡ－Ａ断面図
【図５】内視鏡本体にバッテリ型光源装置を装着した際
の説明図
【図６】図５の状態からバッテリ型光源装置のランプを
点灯して内視鏡本体を把持した際の説明図
【図７】本発明の第２の実施の形態のバッテリ型光源装
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置を示す外観図
【図８】図７のバッテリ型光源装置の一部断面を含む拡
大図
【図９】図８のＢ－Ｂ断面図
【符号の説明】
１…内視鏡
２…内視鏡本体
３…バッテリ型光源装置（内視鏡用バッテリ型光源装
置）
１４…ライトガイド口金
３１…光源本体部
３２…蓋体
３３…ランプ部
３３ａ…ランプ
３４，３５…Ｏリング
３６…バッテリ収容部
３７…ランプ収容部
４０…外装部材
４１…バッテリ
４２…バッテリ収納部材
４３…ランプ収納ホルダ
５１，５２，５４…開口部
５３…防水通気部材
５５…押さえ部材
５６…固定ねじ

【図２】 【図３】
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